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6月号広報おおず 2002

イフ

平
成
日
年
度
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

宝
く
じ
助
成
事
業
を
導
入
し
て
、
次

の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

肱
北
喜
多
地
区
自
主
防
災
組
織

五
郎
支
部
防
災
備
晶
整
備

大
規
模
災
害
に
備
え
、
地
域
住
民

が
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行
う
た

め
、
地
域
防
災
活
動
を
す
る
た
め
に

不
可
欠
な
安
全
装
具
・
機
材
な
ど
の

防
災
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

A地域での防災活動に使う医薬
品、ヘルメッ卜、照明機材など

{
整
備
し
た
防
災
備
品
}

防
護
ヘ
ル
メ
ッ
ト
卯
個
・
防
水
シ
ー

ト

ω枚
・
救
急
箱
6
箱
・
懐
中
電
灯

ω本
・
電
池
メ
ガ
ホ
ン

9
本
・
投
光

器
セ
ッ
ト
6
セ
ッ
ト
・
担
架
6
個
・

テ
ン
ト
3
張
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機

3
台
・
保
管
庫
3
庫

里t携事
獅蓮砧
子協産
議コ

工童ミ
王J ~I師ご

里互テ
型曹ィ
也ロロ
の整
郷備

も
の
を

事
許
ψ
晶

土
芸
能
と
し
て
継
承

さ
れ
、
地
元
の
秋
期

大
祭
を
は
じ
め
様
々

な
行
事
で
演
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
整
備
し
た
備
品
}

赤
獅
子
一
式
・
宮
太
鼓
・
太
鼓
台
・

ズ
ボ
ン
却
本
・
胸
当
て
却
枚
・
法
被

却
枚
・
子
供
衣
装
6
着

柳
沢
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

委
員
会
柳
沢
雲
海
展
望
公
園
整
備

秋
・
冬
に
は
朝
霧
の
雲
海
、
大
洲

盆
地
の
風
景
、
夜
景
と
様
々
な
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

{
整
備
し
た
施
設
}

面
積
1
6
2
・
7
8
2m

展
望
所
・
交
流
室
(
畳
お
帖
・
台
所

が
あ
り
宿
泊
も
可
能
)

企地域交流の場として期待される
雲海展望公園(柳沢)

s情

夏た
例詞=
施 IJ戸

;定
量定

平
成
日
年
度
の
制
度
運
用
状
況
を

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
信
託

の
も
と
常
に
市
民
に
聞
か
れ
た
も
の

と
し
て
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。大
洲
市
情
報
公
開
条
例
(
平
成
ロ

年
4
月
1
日
施
行
)
は
、
「
市
民
の

市
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深

め
、
市
民
参
加
に
よ
る
公
正
で
民
主

的
な
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
」

た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
文
書
係

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
2
3
)

皆されからの戸
平成13年度市民ポストの運用状況

件

件

件

H

4

7

 

地
域
の
た
め
に

役
立

皆さんからいただいた意見・提言など

[内訳] 回答を行ったもの

回答を要しなかったもの

平成13年度情報公開制度の運用状況

公文書公開請求 31:牛

~、" 公開決定 4f:牛

要定な
このうち 全部公開 3件

部分公開 1件
非公開決定 01'牛

不服申し立て 4件

このうち 裁決 0件

決定 ' 4f:牛(すべて棄却)

※匿名などのため回答できなかったものを含みます。

-
公
園
や
図
書
館
の
本
(
新
刊
)
を

増
や
し
て
!
(
女
性
叩
歳
・
日
歳
)

A
V
市
が
管
理
す
る
駐
車
場
の
在
り
方

に
つ
い
て
(
女
性
叩
歳
ほ
か
)

A
V
市
役
所
勤
務
時
間
中
の
テ
レ
ビ
視

聴
に
つ
い
て
(
匿
名
)

.
投
書
「
大
洲
市
の
道
路
の
問
題
な

ど
」
、
「
分
水
よ
り
淡
水
化
や
面
河

ダ
ム
」
(
匿
名
)

-
市
指
定
の
ゴ
ミ
袋
を
縛
り
や
す
く

改
良
し
て
ほ
し
い
(
女
性
叫
歳
)

.
水
道
施
設
破
損
時
の
市
の
対
応
に

つ
い
て
(
男
性
白
歳
)
な
ど

ご
意
見
・
ご
提
言
は
、
今
後
の
市

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
内
容 決

公
開
も
公
り
に
よ
度
数
年
件
日
求
成
請
平
、

。

、
め
す

れ
た
ま

わ
る
い

行
あ
て

が
が
っ

求
の
な

請
も
く

開
た
多

公
れ
が

に
わ
数

度
行
件

年
が
等

辺
ど
{
疋

成
な
決

平
定
開

「 商業統計調査 a 
6月1日、全国一斉に商業統計調査が実施されます。
5月下旬から、各事業所(商庖)を調査員が訪問しますの
でご協力ください。

[調査対象]卸売・小売業を営むすべての事業所(商庖)

2 

問い合わせ先 企画情報課情報統計係

官24-2111 内線372

....市民ポストは市役所 1階受

付および各公民館にありま

す。

皆さんの声をお寄せください。

政
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
連
絡
先
・
氏
名
な
ど
の
あ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
文
書
や
電
話

な
ど
で
ご
返
事
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
財
政
課
広
報
広
聴
係

告
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
2
2
)
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水道水変わらぬ信頼変わる世に

水
は
生
命
の
源
で
す

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

水
の
大
切
さ
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

ご
存
知
で
す
か
っ・
水
道
の
種
類

-
上
水
道

計
画
給
水
人
口
5
、
0
0
1
人
以

上
の
水
道
を
い
い
ま
す
。

-
簡
易
水
道

計
画
給
水
人
口
1
0
1
人
以
上

5
、
0
0
0
人
ま
で
の
水
道
を
い
い

ま
す
。

「
簡
易
」
と
い
う
名
前
が
つ

い
て
い
る
の
は
規
模
が
小
さ
い
た
め

で
す
。
上
水
道
と
ま

っ
た
く
同
じ
手

が
加
え
ら
れ
、
同
じ
水
質
の
水
が
供

給
さ
れ
ま
す
。

-
専
用
水
道

寄
宿
舎
や
社
宅
な
ど
に
居
住
す
る

人
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
自
家
用
の

水
道
で
、
居
住
人
口
1
0
1
人
以
上

の
も
の
を
い
い
ま
す
。

-
簡
易
専
用
水
道

水
道
水
を
受
け
る
水
槽
の
容
量
が

叩
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ピ
ル
や

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
給
水
設
備
を
い
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
上
水
道
や
簡
易
水

道
に
浄
水
を
却
売
り
す
る
水
道
用
水

供
給
事
業
が
あ
り
ま
す
。

悪
質
な
業
者
に
は
ご
注
意
を
!

「
水
道
水
を
調
べ
て
い
る
」
な
ど

と
、
水
質
検
査
を
装
っ
た
り
、
「
水

道
課
の
指
導
で
:
・
」
な
ど
と
公
的
機

関
か
ら
の
訪
問
を
装
っ
た
り
し
て
、

水
を
検
査
し
た
後
、
塩
素
反
応
(
注
)

を
悪
用
し
て
水
に
色
を
つ
け
「
こ
の

水
は
有
害
で
す
」
な
ど
と
言
っ
て
、

浄
水
器
の
購
入
を
勧
誘
す
る
業
者
が

い
ま
す
。

水
道
課
な
ど
の
公
的
機
関
で
は
、

訪
問
販
売
で
物
品
を
売
っ
た
り
、
業

者
に
販
売
を
委
託
し
た
り
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
業
者
が
来
た
ら
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

注
:
・
水
道
水
に
は
、
消
毒
の
た
め
の

塩
素

(
健
康
に
影
響
の
な
い
量
)
が

入
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
塩

素
に
反
応
す
る
検
査
薬
を
水
道
水
に

入
れ
る
と
当
然
色
が
つ
く
な
ど
の
反

応
が
起
こ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課

宮
@
3
7
5
3

水道エ事は市指定の業者へ

水道は、安全な水を供給するため法律に
よって厳しく管理されています。水道の新
設 ・修理などの工事を行うときは、必ず指

定給水装置工事事業者へ依頼してください。

市内の指定給水装置工事事業者

業 者 名 所在地 電 話

情)アサ ノ設備 北 只 24-0783 

淳山水道工事庖 田 口 24-2583 

(有)いの水道設備 田口 24-2216 
伊予屋 住 設 大洲 24-2541 

(有)内田電気水道設備 徳森 25-2858 

大塚鉄 工 所 新谷 25-0300 

岡福水道 工 事庖 田 口 24-3656 

情)オクダ設備 新谷 25-4107 
(有)神田鉄工所 東大洲 24-4122 

神 南 設 備 菅田 25-4684 

備濁地浄化槽センター 五 郎 24-0013 

城戸電業社 徳森 25-2944 

久保鉄 工 所 八多喜 26-0537 

備)佐々木鉄工 春 賀 26-0875 

佐藤水道庖 中村 24-4410 
上 甲建設(掬 菅田 24-5914 
谷本建設工業(槻 平野 24-5161 
中央建設 (槻 柚木 24-3556 
(樹 土居 鉄 工 所 東大洲 24-4519 

徳 ホフk木 設 備 徳森 25-4023 

備)南予水道住設 若宮 23-2352 
(槻西田興産 徳森 25-0211 

西田水道庖 八多喜 26-0265 

備)星 加水道設備 八多喜 26-0020 

松浦建設(掬 菅田 25-5335 
備)丸電工業 若宮 24-5351 
情)ニ原設備 大洲 24-3783 

(樹宮 π 建設 新谷 25-0242 
村上工業(掬 若宮 24-3141 
(掬四電土大洲営業所 北只 24-4595 
大洲市管工事協同組合 大洲 23-3398 

(直
通
)

男
女
雇
用
機
会
均
等
月
間

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
|
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
男
女
が
共
に
活
躍

で
き
る
職
場
e

つ
く
り
を
|

職
場
の
均
等
促
進
セ
ミ
ナ
ー

平
成
比
年
6
月
幻
日
制

午
後
1
時
加
分
1
午
後
4
時

南
海
放
送
本
町
会
館
(
松
山
市
本
町
)

基
調
講
演

東
京
都
立
大
学
法
学
部

教

授

浅

倉
む
つ
子

本
年
4
月
1
日
か
5

改
正
育
児

・
介
護
休
業
法
が

全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
雇
用
均
等
室

宮

0
8
9
・
9
3
5
・
5
2
2
2

※水道に関するお問い合わせは、水道課まで。

3 
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シリーズ f市町村合併jを考える

-tt.g.f.J fj霊置pm軍司

上

が

で

向

な

待

が

つ

期

感

こ

が

」

在
。
列
出
，

存

γ
進

で

7

の
-

シ

」

ド

草

木

こ

づ

企

る

』

、

な

メ

着

に

ィ

定

市

の

の

な

域

者

き

地

若

す

大

、

、

ま

し

り

き

第

2
回
¥市
町
村
合
併
し
た
ら
ど
う
な
る
の
?

/ 

jj'
I
I
I
 -明
町
!村
合
併
に
よ
っ
て
「
私
た
ち
の
ま
ち
」
が
抱
え
る

様
々
な
問
題
は
、
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
、
私
た
ち
の
生

活
は
ど
の
よ
う
に
蛮
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
つ
・

市町村合併した5
どうなるの?

市町村合併の効果には、

このようにいろいろな
ものがあります。

住民の利便性の向上 l 
証明書発行や事務手続きなどの窓口サ

ービスが、今よりも多くの場所で利用可

能になります。また、現時点では他の市

町村であるため利用が制限されている図

書館やスポーツ施設などが自分のまちの

施設として利用できるようになります。

因習彊霊童彊~.. 

広がった市町村の区域にあ

わせて効率的に道路や公共施

設の整備、土地利用などがで

きるようになります。

職員や公共施設を合理的・効率的に配置す

ることで、重複がなくなり、質の高い施設の

整備や大規模な事業ができます。また、平成

16年度までに合併した市町村には国や県から

財政面Jの支援があります入 ‘、
tJ  

行財政の効率化・強化 | 

置匝謹週置謹冨盈ffiDI

今まで十分に確保できなかっ

た専門職員を採用したり、女性

政策や都市計画、国際化など専

任の組織や職員を補強配置した

りして、専門的で高度なサービ

スを受けることができるように

なります。



広報ああず 2002 6月号

シリーズ f市町村合併jを考える

問1
中心部だけよくな

って、周辺部がさ

びれるのでは?

市町村合併で不安に思うことは?

市町村合併をすると

きには、合併後のま

ちづくりの計画(市

町村建設計画)をつ

くります。基盤整備

の遅れている地域に

は重点的芯整備が行

地域で育まれてきた歴史や文化を合併後も

引き続き伝承していけるような支援制度も

あります。新しいまちが誕生しても、地域

独自のまちづくりは大切な取り組みです。

!色

問2

公共料金が高く

ことができる部門を

強化したり、インター

なるのでは?

他地域の事例では、

サービスは高いほうに、住民の負担は低

ネットなどを活用し、

意買の募集を行つ

て、手厚いサービスが

いほうにあわせて調整することが多いよできる体制づくりを進

本当に合併するの?
どこの市町村と合併するの?

合併の基本パターンつてなあ

に?

このようl之「台併JI之よって皆き九の生活ガ

六きく褒ねる之とはありまぜ九。之の機会l之
一人ひとりガ「馳定ちのまぢ」の定めl之佃が
できるかを考えてみましょう。

[問い合わせ先]

市町村合併推進室

宮24-2111 内線361 〈広報7月号に続く〉

一
町
村
合
併
に
隠
し

一

商
久
米
畑
庵
圃
顧
し
て

一

|
掲
載
記
事
か
ら
の
抜
粋
|

-

南
久
米
村
は
、
総
畑
瀬
二
人
・
四

-平
方
キ
ロ
、
:
:
:
十
大
字

(地
区
)

一よ
り
成
り
:
:
:
村
の
昭
和
二
十
八
年

-度
当
初
予
算
は
七
百
二
十

一
万
二
千

一円
、
:
:
:
平
穏
無
事
の
山
村

で
あ

一る
。
急
傾
斜
地
域
で
あ
り
農
家
は
激

-労
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
が
、
:
:
:
独
立
自
営
の
困
難
な
村
で

一
は
な
い
。

-

し
た
が
っ
て
合
併
す
れ
ば
ど
こ
ま

一
で
良
く
な
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

-

い
か
に
「
大
洲
市
」
に
呼
称
が
変

一わ
っ
て
も
土
地
の
実
質
が
変
わ
る
わ

一け
で
も
あ
る
ま
い
し
、

:
:
:
平
衡
交

-付
金
が
倍
増
す
る
わ
け
で
も
あ
る
ま

一
い
し
、
市
制
を
布
け
ば
事
務
分
量
が

-減
り
お
役
人
を
減
ず
る
こ
と
も
あ
る

一ま
い
し
、
:
:
:
市
役
所
へ
行
っ
て
も

↑あ
た
か
も
他
人
様
の
お
宅
へ
行
っ
た

-
よ
う
な
感
じ
は
必
ず
あ
る
こ
と
だ

一
し
、
市
制
を
和
け
ば
大
洲
町
中
心
主

一義
に
重
点
を
置
か
ざ
る
を
得
ず
山
間

一
の
旧
町
村
の
施
設
は
自
ら
後
酷
し
と

一な
る
こ
と
が
必
然
的
と
な
る
し
、
こ

-
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
町
村
合
併

戸
は
何
を
楽
し
み
に
や
る
か
、
何
を
求

の

に

記

-
T
n
E
仁川

新
粧
七
九
九

月
民
間
し

8
公

に

ま

年
吋
弁

j

m
米
合
が

甘
ト
う
A

、4
1
f

州
南
町
一
取

め
て
や
る
か
、
何
を
求
め
て
苦
し
む

一

か
、
判
断
に
苦
し
む
の
感
を
禁
じ
が

一

た
い
も
の
が
あ
る
。

-

し
か
し
な
が
ら
町
村
合
併
は
時
代
一

の
要
求
で
あ
り
合
併
そ
れ
自
体
は
拒
-

む
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
れ
相
愛
(
心
一

配
)
す
る
点
は
将
来
の
市
当
局
の
運
一

営
の
こ
と
で
あ
る
。
民
主
主
義
の
現
-

在
、
運
営
機
関
は
い
わ
ゆ
る
主
権
在
一

民
の
心
持
ち
で
優
秀
な
る
適
材
(
人
-

材
)
を
適
所
に
求
め
て
市
制
に
あ
た

-

ら
せ
、
積
極
的
に
合
併
と
い
う
当
初
一

の
条
件
で
あ
る
全
市
一
体
化
の
実
現
-

を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
旧
町
村
根
-

性
を
自
ら
忘
却
、
市
政
を
布
き
た
る

-

価
値
も
ま
た
具
現
化
す
る
で
あ
ろ

一

、っ。

-

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
責
任
者
た

一

る
や
誰
あ
ろ
う
市
民
と
な
る
我
々
で

-

あ
る
事
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。

-

で
き
る
だ
け
当
時
の
文
章
の
ま
ま
一

(
一
部
表
現
を
変
更
し
て
)
掲
載
し
一

宇
品

1
v
h
~

。

-

当
時
の
人
た
ち
が
時
代
の
変
化
と
一

懸
命
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
姿
が
よ
-

く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

一

さ
て
、
皆
さ
ん
は
大
洲
市
の
将
来
一

を
ど
う
考
え
ま
す
か
?

-

(
次
号
に
続
く
)

一

の

測すrと
大洲市が誕生する ‘三
市直前の様子を紹介 2尽き
マバ話器子ヰー~←_!I!IJ -f 、4
25ぷfffizfi PII j同志言

i:;ß~，~~ ~ ~ :l'i! Y!! !!1付-，-"
，EFP71pgtEt52会ノ
川?主El，ffzfi乙:， fJt-1I1 ~ 
ほ~:iit;fIgFf~; .~ Ii:: J 悼

pff川初日 平 III~
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広報おおず 2002 6月号

(
館
一
人
間
ド
ッ
ク
申
込
受
付
を
開
始

(
⑥
)
費
用
の
8
割
を
助
成
し
ま
す

臼
ハ
乃
の
健
康
は

臼
分
白
身
で
守
る

定
員
は
1
8
0人
で
す
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
受
付
期
間
は
、
6
月

3
日
か
ら
お
日
ま
で
で
す
。

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク

受
診
費
用
の

8
割
を
助
成
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
病
気
な
ど
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
目
的
に
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
診
で
き
る
人

A-大洲
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者

A

マ
平
成
比
年
4
月
1
日
現
在
で
、
満

お
歳
以
上
旬
歳
未
満
の
人
(
た
だ

し
、
既
に
老
人
医
療
受
給
権
者
に

な
っ
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。
)

-
平
成
日
年
度
に
病
気
な
ど
で
入
院

治
療
を
受
け
て
い
な
い
人

-
国
民
健
康
保
険
税
を
全
部
納
め
て

い
る
世
帯
の
人

受
診
者
の
負
担
額

男
性

9
、
0
0
0
円

女
性

9
、
5
0
0
円

定
員

1
8
0
人
程
度

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、

抽
選
結
果
は

7
月
上
旬
に

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
診
期
間

平
成
M
年
7
月
叩
日
か
ら

平
成
日
年
2
月
お
日
ま
で

申
し
込
み
受
付
期
間

6
月
3
日
1
6
月
お
日

持
参
品

保
険
証
、
印
鑑

O
こ
の
受
診
結
果
は
今
後
の
保
健
指

導
に
役
立
て
る
た
め
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
資
料
と
し
て
提
出
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
の
上
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
受
診
す
る
人
が
決
定
す
る
と
、

市

役
所
保
険
環
境
課
か
ら
「
受
診

券
」
を
送
付
し
ま
す
。

O
受
診
す
る
日
時
は
、
直
接
医
療
機

関
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
国
保
係

宮
(
旬

2
1
1
1
(内
線
1
6
5
)

〈受診できる医療機関(順不同)) 

医療機関名 電話番号 実施期日 婦人科検診

市立大洲病院 24-2151 月~金 当院内

喜多医師会病院 25-0535 月~金 院外

大洲中央病院 24-4551 月-木~日 院 外

加戸病院 24-5101 月~金 院 外

大洲記念病院 25-2022 月~金 院外

自由l之選べます〈受診費用の内訳〉

受診者 国保
性別 負担額 助成額 費用額

( 2割) (8割)

男性 9，000円 36，000円 45，000円

女性 9，500円 38，000円 47，500円

之九なl之お得です

※祝日は受診できません。

い
よ
い
よ
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
大
会
が
始
ま
り
ま
す
。

今
回
は
日
本
と
韓
国
に
よ
る
共
同

開
催
と
な
り
、
開
会
式
は
韓
国
で
、

閉
会
式
は
日
本
で
、
試
合
は
両
国
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
日
韓
関
係
を
考
え
て
み
ま

す
と
、
昨
年
小
泉
総
理
の
靖
国
神
社

参
拝
問
題
や
教
科
書
採
択
問
題
な
ど

で
、
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
関
係
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
総
理
自
身
の
訪
韓

に
よ
る
事
情
説
明
や
日
本
政
府
の
誠

意
あ
る
地
道
な
対
応
に
よ
り
、
や
っ

と
関
係
改
善
、
修
復
へ
の
兆
し
が
見

え
始
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
ん
な
中
で
の
大
会
で
、
今
年
を

「
日
韓
国
民
交
流
年
」
と
名
づ
け
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
日
韓
両
国
が
開
催

国
と
し
て
大
会
の
成
功
を
収
め
る
た

め
に
手
を
携
え
、
協
力
し
合
う
こ
と

と
、
両
国
の
良
好
な
関
係
を
取
り
戻

し
、
発
展
さ
せ
、
次
代
を
背
負
う
若

者
た
ち
を
中
心
に
、
さ
ら
に
交
流
が

深
め
ら
れ
る
年
と
し
て
い
き
た
い
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

昨
年
1
月
、
東
京
の
新
大
久
保
駅

の
ホ
l
ム
で
人
が
転
落
す
る
事
故
が

起
き
ま
し
た
。
見
知
ら
ぬ
日
本
人
の

た
め
に
命
を
投
げ
出
し
犠
牲
と
な
ら

れ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
関
根
史
郎
さ
ん

と
も
に
生
き
る

6 

(
幻
歳
)
と
、
お
歳
の
韓
国
人
留
学

生
だ
っ
た
李
秀
賢
さ
ん
の
こ
と
を
、

私
た
ち
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

母
親
の
辛
潤
賛
さ
ん
は
手
記
の
中

で
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。告
別
式
に
は
森
総
理
(
当
時
)
か
ら
一

一
「
日
本
の
若
者
の
手
本
と
な
る
よ
う
一

一
な
息
子
さ
ん
の
行
為
に
、
敬
意
と
弔
一

一
意
を
表
し
ま
す
」
と
の
言
葉
を
頂
い
一

一
た
こ
と
を
、
私
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
私
一

一
が
一
番
感
動
し
た
の
は
、
日
本
の
一
一

一般
市
民
の
方
々
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ一

一
で
報
じ
ら
れ
た
息
子
の
行
動
を
知
つ一

一て
、
数
多
く
来
て
く
だ
さ
り
、
「
新
一

一
聞
を
読
ん
で
、
い
て
も
立
っ
て
も
い
一

一
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
」
「
日
本
国
民
一

一
の
一
人
と
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
お
一

一
伝
え
し
た
い
と
思
い
、
や
っ
て
来
ま
一

一
し
た
」
「
日
本
で
苦
労
し
て
勉
強
し
て
一

一
い
た
学
生
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
聞
一

一
い
て
、
ご
両
親
に
申
し
訳
な
い
気
持
一

一
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
な
ど
と
声
を
一

一
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
。

「
と
も
に
生
き
る
」
姿
勢
を
身
を

持
っ
て
示
さ
れ
た
2
人
に
学
び
な
が

ら
、
開
催
国
と
し
て
こ
の

W
杯
大
会

が

「

と

も

に

生

為

が

き

る

国

際

社

再

叶

U
司

会
」
寺
つ
く
り
に

V

貢
献
で
き
る
大

会
と
な
る
よ
う

努
め
た
い
も
の

で
す
。
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市役所の

@配置は昨年と変わっていません。
@市町村合併推進室が企画情報課(旧企画調整
課)内にできました。
@大洲市観光協会は大洲まちの駅あさもやの2
階に移りました。

電子計算室

大洲喜多地区教育委員会

連絡事務所
農業委員会

自衛隊
大洲募集事務所

連絡聖
書庫

防災行政無線室

車庫

農林課

土地改良区

市
役
所
に
は
、
た
く
さ
ん
の
課
や
係
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
手
続
き
し
た
5
い
い
の
か
、
分
か
5
な
い

と
き
は
、

1
階
総
合
案
内
で
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

庫書

控室2

控室1

教育委員会

(総務課学校関)
人権問和教育室
社会教育体育課

ステージ

多目的ホール

-彊亙・

参与J官官;i jiij 建設課

都市整備課 : 下水道課

4入口

社会福祉課
(同和対策室)

高齢福枇課

寸二プ

盲人誘導ブロック

? 
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電話べんり帳
市役所・連絡所・公民館

大洲市役所 24-2111 大洲690-1

中央公民館 24-3161 大洲 1甲-5

久米公民館 23-3527 阿蔵甲466-2

肱北公民館 24-6302 中村618ー1

平公民館 25-1131 徳森2280-2

平野連絡所 (公民館) 24-2431 平野町平地25-3

南久米連絡所(公民館)24-2208 北只58

菅団連絡所 (公民館) 25-2901 菅田町菅田甲740

大川連絡所 (公民館) 27-0200 森山甲437ー1

柳沢連絡所 (公民館) 25-2400 4卯i尺申738

新谷連絡所 (公民館) 25-0024 新谷乙1507-3

三善連絡所 (公民館) 26-0120 春賀甲950

八多喜連絡所(公民館)26-0145 八多喜町甲63-2

上須戒連絡所(公民館)26-0146 上須戒甲1277-1

暮らし関係

肱南浄化センター 23-3090 阿蔵甲1567

大;洲青 ・喜多衛生事務組 26-0200 米津1-2
合流園

大洲市・長浜町環境セ 26-1615 八多喜町乙1263
ンター

大洲市斎場「肱陵苑」 59-1581 西大洲甲2085-1

不燃物埋立地 24-7053 長谷30

基幹集落センヲ 27-0522 蔵川甲2236-2 

農村活性化セン女 25-1266 回処甲213

大洲市管工事協同組合 23-3398 犬洲891ー1

四国電力大洲営業所
0120 

若宮535-2
410795 

汲取り受付センター 25-1010 

駅

J R 伊予大洲駅

宇和島パス大洲営業所124-21711平野町野田
|13361-1 

伊予鉄南予パス
大洲営業所

福祉関係施設

総合福祉センター 23-0294 東大洲270ー1

老人福祉センヲー 23-0312 ~ 

ミーシルバー人材セン 23-0294 dシ

ター

デイサービスセンター 23-0294 ~ 

在宅介護支援セン安一 24-1753 。

愛育ホーム 23-2347 ~ 

イ果健セン空ー 23-0310 ペシ

大洲学園 25-2025 市木1005-1

清和国 25-5336 市木1218

幸楽園 24-3075 西大洲甲911

大洲育成園 25-5251 市木1215

特別養護寮老人ホ ム 23-0210 大洲810-1とみす

大洲隣保館 24-6100 東大洲53-1

大洲福祉会館 25-0947 新谷乙688-1

観光施設・駐車場

大洲市観光協会 24-2664 大洲649ー1

まちの~あきもや 24-7011 ~ 

おおす赤煉瓦館 24-1281 大洲60

臥龍山荘 24-3759 大洲411-2

オー トキャンプ場 ・コ
23-2384 菅田町大竹

アン 乙938-1

フラワ-Hークおおす 59-1150 西大洲甲1766-7

肱北駐車場 24-2506 中村262ー1

スポーツ関係

総合体育館 24-6255 若宮625-4

徳森公園 25-1131 徳森2280ー2

八幡浜 ・大洲地区運動 23-5524 平野町野田
公園 乙1651

運動公園プル 24-4704 ~ 

文化 ・教育施設

図書館 24-4419 大洲678-1

博物館 24-4107 中村618-1

市民会館 24-4105 大洲891ー1

毛利記念館 24-2851 中村435

社会教育センタ 24-6302 中村618ー1

勤労青少年ホーム 24-3161 大洲1甲ー5

視聴覚センター 24-3161 ペシ

文化研修セン女一 59ー1256若宮351-2

徳森児童センヲ 25-4735 徳森1809-1

大洲児童館 24-2285 大洲898-1

喜多児童館 24-2722 若宮625-4

大洲少年自然の家 26-0831 上須戒丙576

学校給食セン安一 25-5224 市木797

国の機関・その他

大国土洲工父通事事省務所 24-5185 中村210

国土交通省肱川出張所 25-4649 新谷甲980-1

国土交通省出 24-3253 北只164犬洲国道張所

日本道路公団大洲出張所 24-1191 東大洲180ー1

松山食糧事務所大洲支所 24-4195 東大洲250ー1

農政局統計情報事務所 24-3023 田口甲2022-7大洲出張所

大洲簡易裁判所 24-2038 大洲845

松山地方検察庁大洲支部 24-2415 大洲845-3

法務局大洲支局 24-4155 田口甲2022-18

大洲税務署 24-3115 大洲689

大洲公共職業安定所 24-3191 中村21か6

自衛隊大洲募集事務所 24-4123 大洲690ー1

国立大洲青年の家 24-5175 北只1086

県の機関

大洲保健所

県土地開発公社

消 防
、

消防本部 24-0119 大洲1034-4

火災 ・災害の問い
24-7000 

合わせ J 

救急当番病院
、

大(月洲・火病)院 24-2151 西大洲甲570

(水)
24-5101 若宮548

加 戸病院

大(木) 25-2022 徳森1512
洲記念病院

(金~央日病) 24-4551 東大洲5
大洲中 院 ノ

警察関係

大洲警察署 24-0110 大洲636-1

肱北交番 24-3498 若宮528-1

平野駐在所 24-2411 西大洲甲5-14

菅田駐在所 24-4000 
菅田町菅田
甲1972

森山駐在所 27-0300 森山甲1104-5

柳沢駐在所 25-2811 柳i尺甲751-1

新谷駐在所 25-0710 新谷乙1403-5

八多喜駐在所 26-0101 
八多喜町
甲64-2

ヤングテレホン 23-4976 
いじめ ・非行
の相談

郵便局

大洲郵便局 24-3830 大洲728-1

若宮郵便局 24-4983 田口甲7-3

徳森簡易郵便局 25-3110 徳森2535-5

平野郵便局 24-4982 平野町野田142-1

北只郵便局 24-4984 北只73-5

菅田郵便局 25-5301 菅田町菅田甲730

大川郵便局 27-0001 森山甲699-7

成能簡易郵便局 27-0431 成能甲891-2

柳沢郵便局 25-0344 柳沢甲742-3

回処簡易郵便局 25-3657 回処甲704

新谷郵便局 25-0125 新谷町94-3

三善簡易郵便局 26-0214 春賀甲950

八多喜郵便局 26-0001 八多喜甲39

上須戒郵便局 26-0300 上須戒甲1290-8
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ご
存
知
で
す
か
?

申
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

平
成
日
年

3
月
ま
で
に
日
集
落
が
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
協
定
集
落
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
約

6
千
3
百
万
円
が
支
払
わ
れ

ま
し
た
。

中
山
間
地
域
は
川
の
上
流
に
位
置

し
、
農
業
生
産
活
動
な
ど
を
通
じ
て

国
土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、
良

好
な
景
観
形
成
な
ど
の
多
面
的
機
能

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
傾
斜
地
が
多
い
な
ど
の

立
地
特
性
や
担
い
手
の
高
齢
化
・
減

少
な
ど
の
理
由
で
耕
作
放
棄
地
が
増

加
す
る
こ
と
に
よ
る
機
能
の
低
下
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
業
生
産
活
動
な
ど

の
維
持
を
図
り
つ
つ
、
耕
作
放
棄
地

の
発
生
を
防
止
し
多
面
的
機
能
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
次
の
要
件
を
満

た
し
た
集
落
に
対
し
て
交
付
金
の
直

接
支
払
い
を
実
施
し
ま
す
。

各
集
落
で
ご
検
討
の
上
、
農
林
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
農
地

次
の
①
1
④
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
農
地

①

農
振
農
用
地
区
域
内
(
宅
地
な

ど
へ
の
農
地
転
用
が
認
め
ら
れ
な

い
区
域
内
)
で
あ
る
こ
と

②

別
表
の
傾
斜
度
が
あ
り
農
業
生

産
条
件
不
利
地
で
あ
る
こ
と

③

l
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
面
的
な

ま
と
ま
り
が
あ
る
こ
と

④

耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

対
象
行
為

集
落
で
締
結
し
た
耕
作
放
棄
の
防

止
な
ど
を
内
容
と
す
る
集
落
協
定
書

に
基
づ
き
、

5
年
以
上
継
続
さ
れ
る

農
業
生
産
活
動
お
よ
び
多
面
的
機
能

の
増
進
に
つ
な
が
る
行
為
と
し
て
取

り
組
む
活
動

対
象
者
集
落
協
定
に
基
づ
き
、

5
年
以
上

継
続
し
て
農
業
生
産
活
動
な
ど
を
行

う
人
※
こ
の
制
度
に
は
、
集
落
と
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

交
付
金
の
単
価
別
表
の
と
お
り

集
落
内
で
の
交
付
金
の
配
分

交
付
金
は
、
ま
ず
協
定
集
落
へ
支

払
わ
れ
ま
す
。
支
払
わ
れ
た
交
付
金

の
お
お
む
ね
2
分
の

l
以
上
が
集
落

の
共
同
取
り
組
み
活
動
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
残
り
が
耕
作
・
管

理
面
積
に
応
じ
て
個
人
に
配
分
さ
れ

ま
す
。

実
施
期
間

平
成
ロ
年
度
1
平
成
同
年
度

集
落
協
定
認
定
の
申
請
期
限

平
成
比
年
6
月
お
日
幽

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課
営
農
係

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
2
2
5
)

区 分 傾 斜 度
10アール
当たり年額

急傾斜地 1/20以上 21，000円
田
緩傾斜地 1/100以上1/20未満 8，000円

急傾斜地 15度以上 11，500円
土田
緩傾斜地 8度以上15度未満 3，500円

傾斜度および交付単価表

剣類の登録

※緩傾斜地は急傾斜地との連担性が必要
※一戸当たり 100万円が交付限度

毎
年
6
月
下
旬
か
ら
7
月
中
旬
に
か
け
て
、
長
雨
や
集
中
豪
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
地
域
ぐ
る
み
で
十
分
な
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

万
一
に
備
え
て
の
心
構
え

2 

わ
が
家
の
危
険
度
を
確
認

ま
ず
自
分
の
家
の
ま
わ
り
に

危
険
な
個
所
が
な
い
か
を
確
か

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
雨
の
と
き
は
要
注
意

降
雨
量
が
1
時
間
に
却
ミ
リ
以
上
。
降
り
始
め
か
ら

1
0
0
ミ
リ

を
超
え
た
ら
要
注
意
。
普
段
か
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
、
危
な
い
と

思
っ
た
ら
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

3 

避
難
場
所
を
き
め
て
お
く

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
家
族
全
員
が
家
に
い
る
と
は
か
ぎ
り
ま

せ
ん
。
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

銃砲や万剣類を発見したときは、発見場

所を管轄する警察署の生活安全課へすみや

かに万剣類発見届を提出し、万剣類発見届

出済証の交付を受けてください。その後、

発見者(所有者)自身が銃砲力剣類を持参

し、登録手続きをしてください。

[日時]

毎月第3水曜日 (祝日の場合は翌日)
0万剣類午後l時から午後4時まで
O銃砲類午後3時から午後4時まで
[場所]

愛媛県庁第 l別館9階会議室
[持参するもの]

0銃砲万剣類発見届出済証
O当該銃砲万剣類
0身分証明書(運転免許証、健康保険証
など)

O愛媛県収入証紙
-登録申請l件につき 6，300円分
.登録証再交付申請l件につき

3，500円分
※愛媛県収入証紙は伊予銀行各支庖で取り

扱っています。

※銃砲刀剣類は発見時の状況のまま持参し

てください。

[問い合わせ先]

愛媛県教育委員会

宮089-934 -3229 企避難場所の確認を 1

文化財保護課
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児童手当の
現況届

児
童
手
当
を
現
在
受
給
し
て
い
る

人
へ
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
6
月

上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

6
月
末
ま
で

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
福
祉
事

務
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は
最
寄
り
の

連
絡
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
や
6
月
1
日
現
在
で
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

に
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
で
す
。

児
童
手
当
の
受
給
条
件

義
務
教
育
就
学
前
(
平
成
8
年
4

月
2
日
以
後
生
ま
れ
)
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
こ
と

受
給
条
件
に
該
当
す
る
人
で
、
ま

だ
児
童
手
当
の
申
請
を
し
て
い
な
い

人
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
が
二
疋
以
上
の
人

は
該
当
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
務
員

の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
つ
い
て

.
届
出
は
毎
年
必
要
で
す
。
所
得
や

養
育
の
状
況
に
変
化
が
な
く
記
入

内
容
が
昨
年
と
同
じ
の
場
合
で
も

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き

受
給
資
格
の
あ
る
人
で
も
、
期
限

内
に
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と

6
月
分
以
降
の
手
当
の
支
払
い
が

停
止
さ
れ
ま
す
。

A

マ
現
況
届
の
書
類
は
、
郵
送
で
お
届

け
し
ま
す
。

A
V
受
給
条
件
を
満
た
し
て
い
る
の
に

6
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届

か
な
い
場
合
に
は
、
社
会
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
庶
務
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
8
1
)

お
お子
預さ
かん
りを
し

占265

1ら告訴

一
時
保
育
事
業
と
は
?

保
護
者
の
労
働

・
職
業
訓
練
・
就

業
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育
に

支
障
が
生
じ
た
場
合
に
お
子
さ
ん
を

お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。

保
育
は
、
原
則
と
し
て
平
均
週
3

日
を
限
度
と
し
、
断
続
的
に
1
日
単

位
で
行
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
病
気
・
け

が
・
出
産
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
急
に
家
庭
保
育
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
に
も
、
お
子
さ
ん
を

一
時
的
に
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

対
象
児
童

保
育
時
間

午
前
8
時
ぬ
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

※
平
日
は
午
前
7
時
加
分
か
ら
午
後

6
時
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
7
時

却
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
延
長
保

育
も
可
能
で
す
。

利
用
料

子
ど
も
一
人
に
つ
き

1
日
1
、
0
0
0
円

申
込

・
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
乳
児
保
育
所
(
田
口
)

宮

@
4
4
1
8

「市県民税の一部が改正されました z 

6月は、市民税県民税の納付月です。昨
年に引き続き本年度も地方税の一部が改正さ

れ、 市民税・県民税についても次のようにな

りました。

[改正のポイン卜]

.低所得者の税負担に配慮するため、均等

割・所得割の非課税限度額が次の表のとお

り引き上げられました。

改正前 改正後

均等割
28万円×家族数 28万円×家族数

+加算額15万2千円+加算額19万2千円

所得割
35万円×家族数 35万円×家族数

+加算額32万円 +加算額36万円

※お問い合わせは、税務課市民税係まで

包24-2111 内線128

そJJ
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d歩

‘
座
繍

ざ
講
明

る
問
肱

ふ
見
一
刻

と

A博物館での講座の様子

博
物
館
で
は
、
平
成
比
年
度
「
ふ

る
さ
と
見
開
講
座
」
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
郷
土
の
こ
と
を

よ
り
よ
く
知
る
た
め
に
、
ほ
か
の
地

域
に
出
か
け
て
現
地
を
調
査
し
た
り

講
師
の
話
を
聴
い
た
り
し
ま
す
。

今
年
度
も
多
数
の
講
座
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

平
成
比
年
7
月
l
平
成
日
年
1
月

募
集
期
日

平
成
M
年
6
月
お
日
間

開
催
場
所

大
洲
市
立
博
物
館
ま
た
は
現
地

会
費

実
費

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
立
博
物
館

宮
(匂
4
1
0
7



この大会は、福心
者で‘も気軽に参加トt
できるよう、比較 二.
的やさしいコース
設定となっていま
す。
この夏の思い出
Jこ、ぜひご参加く
ださ.い 1

長ず

出
場
者
募
集

開

催

日

平
成
比
年
7
月
お
日
間

荒
天
の
場
合
8
月
四
日
制

開
催
場
所

肱
川
・
肱
川
緑
地
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

競
技
種
目

・
小
学
生
部
門

3
1
6
年
生
各
男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・

学
年
混
合
可
)

.
中
学
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・

学
年
混
合
可
)

・
高
校
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・

学
年
混
合
可
)

競
技
内
容
A-小学
生
部
門

ス
イ
ム

1
0
0
m
↓
バ
イ
ク
6
M

↓
ラ
ン

2
M

-
中
学
生
・
高
校
生
部
門

ス
イ
ム

2
0
0
m
↓
バ
イ
ク
印
刷

↓
ラ
ン

4
M

定

員1
5
0
人

(各
部
門
の
合
計
)

参

加

費

ー、

0
0
0
円

(駅
伝
は
l
チ
ー

ム
3
、
0
0
0
円
)

申
し
込
み
受
付
期
間

6
月
1
日
か
ら
7
月
叩
日
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
体
育
課
内

大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
実
行
委
員
会

大
洲
市
大
洲
6
9
0番
地
の
l

E
@
2
1
1
1
(内
線
5
5
4
)

藤
樹
先
生
略
伝
⑫

孝
経
の
研
究
進
む

藤
樹
は
三
十

一
歳
の
と
き
に

「孝

経
大
全
」
を
読
ん
で
以
来
「
孝
経
」

の
研
究
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
い
洋
経
」
と
い
う
の
は
孔
子
が

弟
子
曽
参

(曽
子
)
に
述
べ
た
孝
道

に
つ
い
て
の
話
を
、
曽
参
の
弟
子
が

記
録
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
書
物
で

付
。
そ
の
研
究
の
成
果
は
、
「
翁
問

答
」
に
最
も
よ
く
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

「翁
問
答
」
で
は
、
人
の
道
の
根

本
は
「
孝
」
で
あ
る
と
説
き
、
人
を

愛
し
敬
う
「
愛
敬
」
の
実
践
が
孝
行

と
い
う
こ
と
だ
と
し
て
い
ま
す
。

藤
樹
は
、
引
き
続
い
て
「
孝
経
」

の
手
引
書
を
書
こ
う
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
病
の
た
め
に
の
び
、
寛
永

十
九

(一

六
四
二
)
年、

三
十
五
歳

の
時
よ
う
や
く
書
き
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
が
「
孝
経
啓
蒙
」
で
す
。

こ
の
頃
の
藤
樹
は
、
も

っ
ぱ
ら

「
孝
経
」
に
つ
い
て
講
義
し
、
常
に

「
愛
敬
」
の
二
字
を
揚
げ
て
、
門
人

た
ち
に
心
の
大
切
さ
説
い
て
い
ま

す
。境、味
什
花
(
一
六
四

O
)咋
以
ほ、

「
性
理
会
通
」
を
読
ん
で
太
乙
神
を

祭
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
に
は

「
B
龍

成
語
鍬
」
を
読
み
駅
開
山手

に
も
接
し
て
い
ま
す
。

(15) 

く
ま
ざ
わ
ば
ん
ざ
ん
り
ょ
う
か
い

熊
沢
蕃
山
(
了
介
)
の
入
門

寛
永
十
八

(
一
六
回

二

年
八
月

熊
沢
蕃
山
が
、
入
門
を
願

っ
て
訪
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
藤
樹
は
入
門
を

許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
蕃
山
は
あ
き

ら
め
き
れ
ず
、
そ
の
年
の
冬
再
び
藤

樹
を
訪
ね
て
熱
心
に
頼
み
ま
し
た
。

藤
樹
も
そ
の
熱
意
に
感
じ
、
学
問
の

同
志
と
し
て
受
け
入
れ
ま
し
た
。
藤

樹
三
十
四
歳
、
蕃
山
二
十
三
歳
の
と

き
で
し
た
。

藤
樹
が
蕃
山
に
直
接
教
え
た
の
は

八
カ
月
ほ
ど
で
し
た
が
、
そ
の
後
も

文
通
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

幕
末
の
偉
人
吉
田
松
陰
は
、
こ

の
師
弟
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。

み
だ
り
に
人
の
師
と
な
っ
て
は
い
一

一
け
な
い
。
ま
た
み
だ
り
に
人
を
師
と
一

一
し
て
は
い
け
な
い
。
必
ず
真
に
教
え
一

一
る
こ
と
が
あ
っ
て
こ
そ
師
と
な
り
、
一

一
真
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
あ
っ
て
こ
そ
一

一
師
と
す
べ
き
で
あ
る
。
熊
沢
了
介
が
一

一中
江
藤
樹
を
師
と
し
た
例
は
、
師
弟
一

一と
も
に
そ
の
道
理
を
得
て
い
る
一

熊
沢
蕃
山

(
二
ハ
一
九

一
六
九

一
)
は
、
京
都
の
五
条
の
生
ま
れ
で

す
。
彼
は
、
壮
年
期
に
岡
山
藩
の
池

田
光
政
に
仕
え
て
立
派
な
業
績
を
あ

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
を
代

表
す
る
陽
明
学
派
の
儒
学
者
と
し
て

後
世
に
名
を
残
し
ま
し
た
。

11 
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6月号

平成14年5月1固まで

に皆様からお寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 282，283，662円
です。

大
洲
城
あ
れ
こ
れ
!
6

1
本
丸
御
門
「
暗
が
り
門
」

i

企大洲t成本丸御門「暗カn)門J跡
石垣が直角に曲がっていたことが分かる

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市政施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大刈|
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、このコ
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策第1係

A大洲1成本丸御門「暗がり門J跡
巨大な石垣が本丸入り口に残る

広報ああず 2002

え洲城

残
る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
大
洲
城
の
本
丸
御
円
以
外
で
、

明
治
に
失
わ
れ
た
例
で
は
岩
村
城

な
ん
ど
や
〈
ら
も
ん

(
岐
阜
県
)
の
納
戸
櫓
門
な
ど
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
本
丸
入
り
口
に
向
か
っ

て
「
暗
が
り
門
」
を
支
え
て

い
た
巨
大

な
石
垣
が
残
っ
て
い
ま
す
。
入
り
口

で
大
き
く
目
立
つ
こ
の
門
跡
は
、
大

洲
城
の
最
後
の
関
円
で
あ
っ
た
往
時

の
風
格
を
今
も
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

....姫路城「にの門」内部

正面に石垣にぶつかると右に屈曲する仕掛け

かわら版

2巳

~ 

F

宮

市川が

ぺ

し
4

浦日l御丸本の図絵城洲大年五
三
水
'
一冗企

[hj吋

企明治時代の絵図・本丸平面図 (市立博物館蔵)

企大洲i成模型 (愛媛県歴史文化博物館蔵)

右.，本丸御門「暗がり門J@

中央手前:高欄櫓 ⑥

。奥:台所櫓 @

左:天守 @

品、.

{I'" '}l';;~ ~~三〉キ

一 、
叫 4・ h

‘. 

~ 

4 



...今年もきれいに咲きました !

4/26 目指そうよ 明るい選挙

日頃から、明るい選挙の推進に取り組んでいる大洲市明るい選挙推進協議会(委
員17人 谷本泰啓会長)の総会が市役所で聞かれました。今年度予定の市議会議員
(10月4日任期満了)、県知事 (1月27日任期満了)などの選挙、平成13年度優良団
体として大洲市を始め14自治体が全国表彰されたことなどが報告されました。

4/29 思いを込めて記念植樹

満開のつつじが山頂を赤く染める富士山の南側斜面で「市民の森記念植樹」
が行われました。 この日は、希望者54人が子どもの誕生や団体の結成などを記
念してキンモクセイ12本を植樹しました。昨年発団したボーイスカウ卜(写真)
のメンバー25人も安代でスコνプを持ち、記念の植樹を行っていました。

13 

町

d
m
d
 

弓

F
A日
司

d
b
H
 

O
r， 

4/23 周囲から信頼される社会人に!

今春から市内に勤務する新規学卒者を対象に第38回新就職者激励大会が総合福祉センター
(東大洲)で開かれました。桝田市長や来賓、昨年の参加者で先輩社会人の後藤紀子さん (伊
予銀行勤務)が参加者を激励。新就職者代表の石田千代美さん(おおず街なか再生館勤務)に
記念品が贈られ、渡部悠さん(仙味工キス勤務)、山口まるみさん (アイデック勤務)が「地元
の産業・文化の向上や人にやさしい地域づくりに努力します」とお礼の言葉を述べました。

4/9 ゆとり運転で事故防止

春の全国受通安全運動期間中のこの目、大洲交通安全協会 (青木吉久会長)、
警察、 市関係者など約30人が参加して、国道56号沿い (新谷)で交通茶屋が行
われました。ウ匠の佐々 木さん夫妻も参加し、ドライバ にチラシや目元を冷
やして眠気を覚ますシートを手渡しながら、安全運転を呼びかけました。

4/15 蜘 親弘徳島兵問R

この目、出発式が行われ、桝田市長からの激励に応えて米沢長幸うかい登録
庖組合長(写真 右)が 「多くの人に来てもらえるよう、大洲のウ飼いの良さ
をPRしてきます」とあいさつし、同組合、観光協会、市関係者らで組織する
宣伝隊14名が四国方面と中国(兵庫)方面の2班に分かれて出発しました。
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保健センター823・0310

いきいき-
LifeI 

あなたの健康を
サポートします

8
月
の
各
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
6
月
5
日
附

平
成
日
年

5
月
生

0
6
月

6
日
附

平
成
凶
年
1
月
生
※

0
6
月
日
日

ω
平
成
ロ
年
日
月
生

受
付
時
間

日
時

1
日
時
却
分

持

参

品

母

子

手

帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
は
パ

ス
タ
オ
ル
が
必
要

{
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
6
月
四
日
同
平
成
日
年
8
月
生

受
付
時
間

9
時
却
分

i
m時

持

参

品

母

子

手

帳

・ア
ン
ケ
ー
ト
・

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談

・
栄
養
相
談
】

0
6
月
口
日
開

相
談
時
間
叩
時

i
U
時、

-EEヨE罵ヨヨ彊聾ヨ吉田

6月2日(日)大野内科医院(片原町)

ft24-6800 

町)6月9日(日)藤本外科医院(中
ft24-2310 

予
約
制

日
時
1
日
時

浜)米川医院(長

ft52-0165 

持

参

品

健

康

手

帳

一

5
月
か

5
始
ま
っ
て
い
ま
す

一生
活
習
慣
病
予
防
検
診
・
が
ん
検
診

昨
年
ま
で
と
違
う
3
つ
の
点

①
生
活
習
慣
病
検
診
の
受
付
は
全
地
区

午
前
中
の
み
と
な
り
ま
す
。

②
婦
人
が
ん
検
診
は
生
活
習
慣
病
検
診

と
は
別
日
程
に
な
り
ま
す
。

③
C
型

・
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
が

始
ま
り
ま
す
。

料
金
:
・8
0
0
円
(
苅
歳
は
無
料
)

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者

ア
叫
・
必
・
印
・
日
・
日
・
叩
歳
の
人

(節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人
)

イ
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
人

(叫
1
叩
歳
ま
で
の
人
)

希
望
者

(ア

・
イ
と
も
)
を
対
象
に

5
年
間
実
施
し
ま
す
。
V
ア
の
該
当
者

に
は
問
診
票
を
同
封
し
ま
す
。
V
検
査

を
希
望
す
る
イ
の
該
当
者
は
当
日
申
し

出
て
く
だ
さ
い。

食
生
活
習
慣
病
、
胃

・
大
腸
が
ん
検
診

O
市
民
会
館

6
月
日
日
開
・

日
日

ω・
ロ
日
同

O
三
善
連
絡
所

6
月
お
日
樹

-R婦人
が
ん
検
診

O
平
公
民
館

6
月
四
日
同

料
金
や
時
間
に
つ
い

て
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
洲
保
健
所

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
第

1
・
3
火
曜
日

日
時

l
u
時

予
約
制

只)

-・E罰置岩田ι咽E司E吉司師置・

6月23日(日)城戸眼科医院(末広町)
包 24-3008

6月30日(日)村上外科医院(片原町)
まま24-2262

曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・ 夜間の急患

などについては、その日の当番

病院までご相談ください。

6月16日(日)村上内科医院は
ft23-3500 

【難
病
医
療
相
談
}

O
第
3
火
曜
日

日
時

1
日
時

{
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜

日

日

時

1
日
時

【
H
T
L
V
1
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
1
金
曜
日

9
時

i
m時
却
時

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日

凶
時

1
口
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木
曜

日

日

時

1
随
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

受
付
時
間
ロ
時
却
分

1
日
時
却
分

対
象

就
学
前
児
童

(1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

同
剛
倒
閣
川
河
J
川

6
月
6
日
同

市
立
大
洲

病

院

叩

時

1
正
午

喜
多
医
師
会
病
院日
時
却
分

i
m時
却
分

6
月
日
日
附

大
洲
市
役
所

日
時

1
正
午
、
日
時

1
凶
時

6
月
U
日
同

帝
京
第
五
高
等
学
校

9
時
却
分
1
正
午

大
洲
記
念
病

院

日

時

加
分
1
日
時

愛
媛
た
い
き
農
協
本
所

日
時
泊
分

l
m
時
加
分

老
人
保
健
福
祉
施
設
フ
レ
ン
ド

日
時
却
分
1
日
時

日
時
加
分

1
M
時
却
分

大
洲
ホ
1
ム

市立大洲病院(西大洲)

合 24-2151

宮)

森)

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

加戸病院(若

宮 24-5101

大洲記念病院(徳

合 25-2022

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

水

木

ー
会
員
募
集
|

l
回

5
月
辺
日
同

2
回

6
月
お
日
制

5
回

9
月
お
日
同

7
回

日
月
幻
日
同

8
回

1
月
辺
日
岡

山
田

3
月
お
日
制

古
文
書
解
読
大
洲
・
新
谷
旧
記

講

師

芳

我

一

章

先

生

3
回

7
月
払
日
同

郷
土
の
歴
史
新
谷
藩
の
和
算

講

師

八

島

龍

晴

先

生

4
回

8
月
お
日
同

郷
土
の
歴
史
大
洲
の
中
世
史
は
、

す
ご
い
!

講
師

三
好

正

文

先

生

6
回

叩
月
お
日
同

読
書
読
書
の
た
の
し
み

講

師

稲

積

絢

秦

先

生

9
回

2
月
お
日
制

郷
土
の
歴
史

講

師

村

上

恒

夫

先

生

女
場
所
大
洲
市
立
図
書
館

*
時

間

午

前

9
時
泊
分
1
1
時
却
分

*
会
費

無
料

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
図
書
館
へ

合
(旬

4
4
1
9

借四私16
地! ~ I 月
借蕩品 !の
家立茂 |新
合型り |着

者誕会|璽
例イ |言
対2 だ |案
内尾ォ東5つ|内
田準た E

勝1三 輝Z
-i郎次ジ
編著著

14 

タ
ダ
で
も
ら
え
る
助
成
金
ガ
イ
ド

ビ
ジ
ネ
ス
活
性
施
策
研
究
会
編

職
場
に
〔
居
場
所
〕
は
あ
り
ま
す
か
?

シ
ゲ
コ

近
藤
成
子
著

ク
ノ
リ
ノ
リ
ヤ
ス

親
と
子
の
週
末
崎
時
間
九
里
徳
泰
著

タ

ヨ

ア

e・7

叱
る
1
知

恵

多

湖

輝

著

思
い
出
万

華

鏡

西

川
勢
津
子
著

九
十
八
歳
の
妊
娠
下
村
恵
美
子
著

わ
が
家
で
で
き
る
健
康
指
圧

内
〆
中
J

コ

三
宅
綱
子
著

神
を
忘
れ
た
ク
ロ

ー
ン
技
術
の
時
代

リ
チ
ャ

1
ド

・
ハ
イ
ン
パ

l
グ
著

割
合
で
覚
え
る
和
の
基
本
村
田
吉
弘
著

オ
ー
ダ
ー
キ

ッ
チ
ン
文
化
出
版
局
編

常
識
破
り
の
も
の
づ
く
り
片
岡
利
文
著

モ

リ

リ

・
ウ
コ

美

貌

の

斎

王

藻

里

良

子

著

犯

罪

同

盟

森

村

誠

一
著

ト

ウ

カ

ヨ

シ

ノ

ヒ

拘

ル

梓

歌

吉

野

光

著

ド
ウ
パ
シ
忌
ン
イ
チ

雪
虫

堂

場

瞬

一
著

傷
口

浅
野
裕
子
著

黒

と

茶

の

幻

想

恩

田

陸

著

イ
テ

沈

黙

者

折

原

一
著

ガ
ン
マ
ン
の
伝
説

ロ
パ

ー
ト
・

B
・
パ
l
カ
l
著

風の耳柔

灰谷健次郎著

正
谷
健
比
布

死
を
み
つ
め
な
が
ら
旅
を
つ
づ
け
る

老
夫
婦
は
、
旧
友
を
訪
ね
、
信
濃
路
を

め
ぐ
り
、
新
潟
の
良
寛
の
故
郷
へ

。

「
い
の
ち
」
を
見
つ
め
る
二
人
は
い

つ
し
か
、
再
び
生
き
つ
づ
け
る
決
意
を

か
た
め
る

・
・・

。
著
者
津
身
の
ラ
イ

ヴ

・
ス
ト
ー
リ
ー
。

「
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
J

F

新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す

」

〔
休
館
日
〕
毎
週
月
曜
・
初
日
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6
月
は
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間

事
業
者
の
皆
さ
ん
、
外
国
人
労
働
者

の
適
正
な
雇
用

・
労
働
条
件
の
確
保
と

不
法
就
労
の
防
止
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ハロ
l
ワ
1
ク
大
洲
包
@

3
1
9
1

愛
媛
労
働
局

8
0
8
9
・
9
4
1
・
2
9
4
0

人
権
擁
護
委
員
の
日

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
6
月
1
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員

制
度
の
周
知
と
人
権
擁
護
思
想
の
普
及

高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
当
市
の

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
岡
政
義

(五

郎

)

公
@
3
9
7
1

大
塚
年
男
(
東
大
洲
)

合
@
5
8
2
9

松
本
忠
行

(田

処
)
合
@
5
2
3
5

白
石
美
子
(
阿
蔵
)
包
@
4
2
7
8

辻

幸
毒
(
菅
田
町
菅
田
)

怨

@

5
0
8
1

奥
島
直
道
(
中

村
)

公
@
1
1
2
7

松

岡

強

(八
多
喜
町
)
公
@
0
1
3
6

井
上
和
子
(
稲
積
)

岱
@
7
2
0
9

※
ご
相
談
は
、
広
報
最
終
ペ

l
ジ
参
照

甲建設 (総
合 24-5914

淳山水道工事庖
合 24-2583

上6月1日出

問
い
合
わ
せ
先

法
務
局
大
洲
支
局
企
@
4
1
5
5

講
演
会
な
ど
へ
の
助
成

え
ひ
め
女
性
財
団
で
は
、
女
性
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、
女
性
を
取
り

巻
く
問
題
の
解
決
や
男
女
と
も
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け
た
グ
ル
ー

プ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

助
成
内
容

経
費
・
:
開
催
経
費
の

5
分
の
4
以
内
で

3
万
円
を
限
度

期
間
・
・-
平
成
凶
年
6
月
1
日
か
ら

平
成
四
年
2
月
お
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
内

側
え
ひ
め
女
性
財
団

合

0
8
9
・
9
2
7
・
5
1
1
1

愛
媛
県
が
個
別
的
労
働

紛
争
の
あ
っ
せ
ん
を
開
始

愛
媛
県
で
は
、
解
雇
、
賃
金
、
労
働

時
間
な
ど
労
働
条
件
を
巡
る
紛
争
の
解

決
を
支
援
す
る
た
め
、
今
年
4
月
か
ら

地
方
労
働
委
員
会
が
「
あ
っ
せ
ん
」
を

行
う
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

費
用
は
無
料
で
、
労
働
者
、
使
用
者

ど
ち
ら
の
側
か
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
愛
媛
県
中
小
企
業
労
働
相
談

アサノ設備
包 24-0783
予屋住設
会 24-2541

伺いの水道設備
ft24-2216 

岡福水道工事庖
まま 24-3656 

伺内田電気水道設備
ft25-2858 
嫁鉄工所
ft25-0300 

伺

伊

6月2日(日)

6月8日出

6月9日(日)

所

(八
幡
浜
地
方
局
商
工
労
政
課
内
)

で
も
、
労
働
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
課

企

0
8
9
・
9
4
1
・
5
7
1
8

ze一¥¥当者
者
・買
え
・巾
}】百出・
5
¥
C
B巳
¥

5門
-e内
・
宮
町
ロ

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
贈
呈

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
な
ど

に
対
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
贈
呈

に
つ
い
て
の
請
求
の
期
限
は
、
平
成
日

年
5
月
白
日
ま
で
で
す
。

対
象
者
と
な
る
人

①
先
の
大
戦
で
戦
地
に
派
遣
さ
れ
戦
時

衛
生
勤
務
に
服
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
、

旧
陸
海
軍
従
軍

看
護
婦
で
、
慰
労
給
付
金
ま
た
は
普

通
恩
給
の
受
給
資
格
を
有
し
な
い
人

②
戦
後
強
制
抑
留
者
と
し
て
書
状
な
ど

の
贈
呈
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
人

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

公

@
2
1
1
1
(内
線
1
7
6
)

中
退
共
で
退
職
金
の
準
備
を
!

中
退
共
で
は
中
小
企
業
で
働
く
従
業

員
の
た
め
の
退
職
金
制
度
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
国
の
制
度
な
の
で
掛
け
金
助

オクダ設備
ft24-3674 
南設備
会 25-4684

西国興産
ft25-2197 
保鉄工所
ft26-0537 

央建設 (捕
まま 24-3556 
佐々木鉄工
ft26-0875 

大

(有)

(槻

中

冊

久

神

6月15日比)

6月16日(日)

6月22日出

成
や
税
法
上
の
特
典
な
ど
有
利
な
点
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

・ν問
い
合
わ
せ
先

退
職
金
相
談
コ

ー
ナ
ー
(
広
島
)

公

0
8
2
・
2
4
0
・
7
1
5
1

家
事
事
件
の
案
内
サ
ー
ビ
ス

松
山
地
方
裁
判
所
で
は
、
家
事
事
件

手
続
き
に
つ
い
て
の
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
に
よ
る
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。
誰
で
も
、
夜
間、

休
日
を

問
わ
ず
担
時
間
利
用
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
を
!

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
共
通
番
号

nu
n
D
Q
U
・

Q
d
A佳
可よ

・

nU
Fh
u
n
L
nU

国
家
公
務
員
採
用
試
験

【大
学
卒
業
程
度
】

-v航空管
制
官
採
用
試
験

受
付
・
・
・

7
月
お
日

1
8
月
8
日

1
次
試
験
・
・
・9
月
却
日
間

【高
校
卒
業
程
度
】

-v国家公
務
員
採
用
E
種
試
験

受
付
・・・

6
月
四
日
1
6
月
初
日

l
次
試
験
・
・
・
9
月

8
日
制

A

マ
刑
務
官
採
用
試
験

受
付
・・・7
月
お
日
1
8
月
8
日

l
次
試
験
・
・
・

9
月
辺
日
間

神田鉄工所
会 24-4122

(ij)菊地浄化槽センター
ft24-0013 

戸電業社
ft25-2944 
浦建設 (紛
包 25-5335

所

9
設

1

噌

E

・
nHU

-
-
r
D
q
u
 

コ
4
建

O

鉄

一

一

4
元
5

居

2

2

士
宮
宮
包

帽

。紛

。紛

城

松

6月23日(日)

6月29日出

6月30日(日)

-
入
国
警
備
官
・
皇
宮
護
衛
官
・
航
空

保
安
大
学
校
学
生
・
海
上
保
安
学
校

学
生
採
用
試
験

受
付
・・・
7
月
お
日

1
8
月
8
日

1
次
試
験
・
・
・9
月
却
日
問

。
海
上
保
安
大
学
校
学
生
・
気
象
大
学

校
学
生
採
用
試
験

受
付・・・

8
月
却
日

1
9月

m日

-
次
試
験
・
:
日
月
2
日
出

・
3
日
同

問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
四
国
事
務
局
第
二
課
試
験
係

企

0
8
7
・
8
3
1
・
4
7
6
5

E
G一¥
¥
者
宅
看
・}百]「
問
。・
Z
¥

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
悶
世
紀
あ
か
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

四
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た

ア
ン
テ
ィ

1
ク
家
具
、
オ
イ
ル
ラ
ン
プ

な
ど
を
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。

入
場
料
・
:
大
人

2
0
0
円

(小
学
校
5

年
生
未
満
の
入
場
は
、
お
控
え
く
だ
さ

い
。)

展
示
時
間

9
時
j

m
時
却
分

休
館

毎
週
月
曜
日

(
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

可
国
自
国
自
E
E
B
E
E

-

シ
ョ
ウ
ブ
の
花
が
咲
き
始
め
た
大
洲

・

南
中
学
校
前
の
水
路
。
今
月
号
の
表
紙

園

写
真
を
撮
影
し
よ
う
と
準
備
し
て
い
る

園

と
、
下
校
中
の
小
学
校
が
興
味
深
そ
う

.

に
こ
ち
ら
の
方
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

川

「
う
わ

1
。
い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
て
き

圃

た
あ

1
」
と
指
差
す
子
ど
も
た
ち
。
鯉

-

が
集
ま
っ
て
く
る
様
子
を
面
白
そ
う
に

-

眺
め
て
い
ま
し
た
。

-

こ
の
水
路
に
は
、
た
く
さ
ん
の
鰹
が

-

泳
い
で
い
ま
す
。
人
が
近
づ
く
と
餌
が

.

も
ら
え
る
と
患
っ
て
み
る
み
る
う
ち
に

日

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
水
音
を
た
て
な
が

・

ら
、
数
十
匹
の
鯉
が
こ
ち
ら
に
向
か

っ

圃

て

一
斉
に
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
て
い
る

圃

姿
は
、
夢
に
出
て
き
そ
う
な
く
ら
い
衝

圃

撃
的
?
で
し
た
。

(
や
)

15 
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内
本自 談 内 容 日 時 な と 場 所 な ど 聞い合わせ先

交通事故相談 6 月 10日(月 )/ 1 0時~ 1 5時 市役所3階会議室 総務財政課父通安全係
(愛握県) 6 月 25日(火)/1 0時~ 1 5時 市役所3階会議室 fi24-2111 内線323

人 4塞 本目 談 6 月 14日(金)/1 0時~12時 上須戒公民館
急ぐときは法務局 宮 24-4155

(法務省) 6 月 1 9日(水)/1 0時~12時 市役所3階会議室

人権擁護委員による 毎週月水-金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 fi24-4155 

無 料 キ目 談 所 9 時~ 1 6時(休日を除く) 人権相談室

~寸- 政 キ目 談 6 月 24日(月 )/ 9 時~ 1 2時 市役所3階会議室
急ぐときは fi24-5072 (山本)

(総務省) fi24-4294 (辻)

社会保険相談
6 月 5 日(水)/1 0時~15時30分

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

6 月 1 9日 (水)/10時~15時30分 fi089-925-5105 

不動産無料相談 6 月 15日 (土)/9 時~16時 宅建協会大洲支部 同上田喜六不動産 fi24-4452 

定期税務相談 6 月 14日(金)/1 0時~ 1 5時 大洲商工会議所 大洲税務署 fi24-3115 

!一般相談 毎週月 ・水 -金曜日
大洲市総合福祉セ

心配ごと l法律相談 毎週火曜日
ンター

受付は総合福祉センタ 1階
|介護相談 毎週木曜日

(相談室直通)
社会福祉協議会窓口ぎで

相 談 :C相談時間) 1 0時~ 1 2時、 13時~16時
告 23-5629

まま23-0313
(祝祭日 ・年末年始を除く)

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 まま24-2111 内線178

人権・同和問題に
毎日の執務時間中

大洲隣保館 宮 24-6100
関する何でも相談 大洲福祉会館 宮 25-0947

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター fi24-7830 

ふれ愛スクールヰ目談聾舌 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 fi24-1414 

宮E
フ~とー-.:、

ιー
談本目

'b‘
読
ん
で
ト
ク
す
る

M
届刷
所
っ
け
な
い
コ
ツ
按
え
ま
す

④

※いずれも無料です。お気軽にこ相談ください。

「
私
に
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
!
」
と
い
う
人
。

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「助手席、
夕‘ッシユボードの
上に物」を置かない

前の車の「突然の
左折・右折」を
予測する

交差点では、直前までウイ
ンカーを出さず曲がる車がい
るので気をつける。不意の状
況にも対処できるように車間
距離は長めにとっておこう。
また、前の車が左折する場
合、 「すんなり曲がって行く
だろう」と減速せずに近づい
て行くのは危険。歩行者など
がいるために前車が停止する
ことがある。(写真)

大洲市内の交通事故

4月末現在 昨年同期

件数 82 86 

負傷者 112 108 

死者 1 l 

助手席には、運転中落ちた

り転がったりするものは置か

ないのが原則。 I携帯電話が
鳴ったJI買い物袋が崩れた」
IC Dが足下に落ちたJなど
理由は様々だが、よそ見は厳

禁。ちょっと目を離したすき

に前の車に追突、カーブを曲

がり損ねて接触、という例

も。また、ダッシュボードに

物を置くとフロントガラスに

映って見えにくくなる(写真

下)ので避ける。

市民の動き

平成14年4月30日現在

39，200人 (+139) 出生 39人 (+12)

18，669人(+72) 死亡 23人 (-9) 

20，531人 (+67) 

14，697世帯 (+121) 

人 口

男

女

世帯数

1期

今月の納税は

市・県民税

16 

( )内は対前月比納期は 7月1日です
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